
ヒートショック対策お済みですか？

　ヒートショックとは、周囲の急激な温度変化により血圧が変動し、身体がダメージを受けることをいい
ます。気温が下がる冬場は、特に注意が必要です。
　冬場の入浴時は暖房の効いた暖かい室内から、寒い脱衣所や浴室へ移動することが多く、その際、体が
熱を奪われるのを防ぐために血管が縮み、血圧が上がります。
　そして、お湯につかると血管が広がって血圧が急激に下がるため、
一時的に脳内に血液が回らない貧血の状態になり、意識を失って
しまうことがあります。また、こうした血圧の変動は脳や心臓の
血管にも負担をかけるため、脳梗塞や心筋梗塞を引き起こし、
死亡に至ることもあります。
　消費者庁によれば、全国では年間に約５千人の方が浴室内で亡く
なっており、特に65歳以上の高齢者が多くなっています。

ヒートショックとは？

町内での発生状況は？

事故を防ぐためには？

　寒い季節、１日の疲れを癒し、体を温めてくれるお風呂。しかし、この季節は入浴中に意識を失い、
転倒したり浴槽の中で溺れてしまう事故が多くなると言われています。
　しっかりと対策を行い、安全安心な入浴を楽しみましょう。

　令和４年末までの過去６年間に、高齢者の浴室での救急発生は81件ありました。
（転倒等を含む）
　10月～２月の寒い時期に多く発生していることが分かります。

・脱衣所や浴室を温める（暖房器具の使用）
・お湯の温度を低めにする（41℃以下）
・かけ湯を念入りに行う
・浴槽から急に立ち上がらない
・入浴時間を10分以内にする
・食後すぐや、飲酒後、医薬品服用後の
  入浴は避ける
・お風呂に入る前に、家族にひと声かける
・入浴中の家族の動向に注意する
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